
紀の川市議会の第３回定例会と活動をわかりやすくお伝えします。
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四
や
島
路
淡
は
に
時
天
晴
。
す
ま
じ
感

士
富
州
紀
は
に
東
南
、
せ
渡
見
で
ま
国

え
び
そ
く
し
美
が
山
門
龍
る
れ
ば
呼
と

以
ｍ
０
０
０
，
１
を
度
高
。
す
ま
ち
立

化
変
の
雲
や
風
の
然
自
、
げ
上
で
ま
上

が
ン
マ
ロ
な
細
繊
ぶ
飛
ら
が
な
み
読
を

。
す
で
力
魅
の
番
一

川
の
紀
な
大
雄
る
巡
と
風

　

の
身
出
草
浅
・
京
東

26

吾
佳
橋
髙
歳

』
急
特
夜
深
『
説
小
に
代
時
生
学
。
す
で

国
全
は
後
業
卒
、
し

47

巡
を
県
府
道
都

。
た
し
ま
い
て
い
磨
を
腕
で
取
鳥

　

川
の
紀
で
」
農
援
「
前
以
、
後
の
そ

を
集
募
隊
力
協
ら
か
縁
ご
た
れ
訪
を
市

で
界
業
ら
が
な
し
ば
伸
を
術
技
、
り
知

確
集
募
。
感
直
と
だ
機
好
る
き
で
戦
挑

ら
か
認

30

５
年
今
、
め
決
を
募
応
で
分

。
た
し
ま
し
任
着
に
月

 

　

川
の
紀
の
敷
川
河
房
竹
は
点
拠
な
主

ン
ラ
や
フ
オ
ク
イ
テ
山
寺
の
ｍ
０
０
３

　

ら
か
川
の
紀
、
と
つ
立
び
飛
へ
空
上

が
形
地
る
が
広
に
か
や
緩
へ
脈
山
泉
和

を
き
行
奥
の
上
以
差
高
標
、
で
的
体
立

髙橋佳吾さん

大空から広がる紀の川の可能性

れ
ら
え
支
に
々
方
の
域
地

　

変
は
で
り
作
係
関
の
と
々
方
の
域
地

て
け
掛
心
を
と
こ
い
な
ら
飾
を
分
自
に

真
を
リ
ノ
や
弁
西
関
に
理
無
。
す
ま
い

ま
ま
の
分
自
の
素
、
く
な
は
で
の
る
似

＃地域おこし協力隊  髙橋 佳吾さん　×　議会広報特別委員会
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」
く
開
は
道
ば
け
動
「　

バ
で
地
各
り
た
し
浪
放
を
外
海
は
僕

ラ
フ
「
と
る
す
見
一
、
り
た
し
を
ト
イ

き
て
し
道
り
寄
て
し
を
し
探
分
自
ラ
フ

地
、
も
で
。
た
し
で
生
人
な
う
よ
」
た

人
て
し
出
を
顔
に
所
場
な
ん
ろ
い
に
道

こ
ら
か
た
き
で
い
紡
を
り
が
な
つ
の
と

こ
「、
い
合
り
巡
と
事
仕
な
璧
完
の
こ、
そ

あ
が
験
経
の
で
ま
今
に
め
た
の
事
仕
の

つ
一
て
ん
な
動
行
な
駄
無
も
事
何
。
す

。
ん
せ
ま
り
あ
も

　

や
い
ま
住
、
は
隊
力
協
し
こ
お
域
地

世
。
す
で
度
制
い
し
ら
晴
素
い
す
や
み

、
ず
れ
わ
ら
と
に」
き
べ
る
あ
う
こ
「の
間

、
歩
一
は
ず
ま
て
じ
信
を
覚
感
の
分
自

。
ね
す
で
い
し
ほ
て
み
て
し
こ
起
を
動
行

　

に
寧
丁
で
顔
笑
な
か
や
爽
い
な
ら
飾

。
た
し
で
ん
さ

自
、
で
と
こ
る
す
し
話
お
に
ク
ン
ラ
フ

ま
き
だ
た
い
て
れ
入
け
受
く
か
温
と
然

。
た
し

 

フ
輩
先
の
代
世
親
父
、
め
じ
は
を
表
代

い
強
心
な
う
よ
の
」
ん
さ
父
お
の
域
地
「

当
本
が
と
こ
た
き
で
ん
さ
く
た
が
在
存

。
す
で
い
た
が
り
あ
に

　

力
魅
る
じ
感
て
み
て
し
ら
暮
に
際
実

は
桃
の
場
夏
。
す
で
さ
か
豊
の
色
の
は

じ
ち
い
、
橘
柑
や
う
ど
ぶ
、
ん
ろ
ち
も

常
が
物
果
い
し
い
お
で
質
上
、
ど
な
く

て
し
感
実
々
日
を
せ
幸
る
あ
に
近
身
に

。
す
ま
い

　

ア
ぐ
す
も
に
山
も
に
海
。
す
で
点
る
あ

の
で
内
市
ば
れ
あ
が
車
、
き
で
ス
セ
ク

ま
じ
感
は
便
不
切
一
に
活
生
や
物
い
買

、
市
山
歌
和
や
市
出
岩
に
ら
さ
。
ん
せ

動
移
、
め
た
い
近
も
に
港
空
際
国
西
関

も
り
よ
代
時
京
東
、
く
高
が
度
由
自
の

。
す
ま
い
て
せ
ら
暮
に
適
快

　

で
つ
一
翼
、
り
お
で
ん
進
が
少
減
口

な
額
高
が
材
機
ど
な
る
え
超
を
円
万
百

で
中
の
費
動
活
。
す
ま
り
あ
が
状
現
い

の
中
期
任
、
が
す
ま
い
て
し
り
く
り
や

が
り
く
づ
み
組
仕
の
及
普
や
新
更
材
機

。
す
で
題
課
な
き
大

　

上
や
許
免
員
教
（
格
資
位
上
は
後
今

向
も
ど
子
、
し
得
取
を
）
ム
デ
ン
タ
級

紀
。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
し
に
形
を

て
え
据
見
に
き
向
前
を
住
定
も
後
期
任

。
す
で
い
た
き
い
て
げ
広
を
動
活
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●
会
例
定
回
３
第
●

た
し
ま
り
ま
決
が
と
こ
な
ん
こ

会
例
定

　

期
会
　

34

間
日

 

８
月
28

９
月
30
日

に
果
結
や
案
議
の
他
の
そ
、
で
の
す
ま
り
お
て
し
載
掲
て
し
粋
抜
を
案
議
な
主
、
は
り
よ
だ
会
議
※

。
い
さ
だ
く
せ
わ

　

１

（
業
事
化
強
力
災
防
域
地
◎

49

）
円
千
３
万

　

温
へ
所
難
避
、
て
し
と
み
組
り
取
な
た
新
た
け
向
に
善
改
境
環
所
難
避

第
案
議
（

82

て
い
つ
に
）
号
３
第
（
算
予
正
補
計
会
般
一
市
川
の
紀
度
年
８
和
令
）
号

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こＱ

。
は
み
組
仕

Ａ

市
の
名
０
０
２
場
会
各
の
練
訓
災
防

４
り
た
当
食
１
、
し
定
想
を
加
参
民

　
　

 

分
名
０
０
０
１
所
か
５
、
で
円
３
９

。
す
ま
し
託
委
を

Ｑ

。
は
担
負
己
自

Ａ

せ
ま
き
だ
た
い
は
金
お
ら
か
者
加
参

を
供
提
の
料
食
蓄
備
も
方
の
市
。
ん

予
を
事
食
な
的
食
副
、
り
お
て
え
考

。
す
ま
い
て
し
定

３件に
注目！

イメージ図

　

は
案
議
の
会
例
定

　

案
議
出
提
長
市

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
件
案
事
人
・

18
件

　

・
・
・
・
・
定
認
の
算
決
度
年
７
和
令
・

10
件

　

件
３
・
・
・
・
・
・
・
正
改
・
定
制
の
例
条
・

　

件
８
・
・
・
・
・
・
算
予
正
補
度
年
８
和
令
・

　

件
１
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
他
の
そ
・

　

案
議
出
提
員
議

　

件
１
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
書
見
意
・
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保
確
の
性
全
安
の
員
団
防
消

２

（
業
事
営
運
団
防
消
◎

51

）
円
千
７
万

　

練
訓
や
修
研
に
員
団
防
消
、
に
め
た
る
す
化
強
を
力
防
消
の
員
団
防
消

。
す
で
業
事
う
行
を
生
厚
利
福
、
実
充
の
品
備
装
、
施
実
の

第
案
議
（

82

て
い
つ
に
）
号
３
第
（
算
予
正
補
計
会
般
一
市
川
の
紀
度
年
８
和
令
）
号

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こＱ

入
購
け
だ
れ
ど
を
帽
火
防
や
服
火
防

。
か
の
な
算
予
る
す

Ａ

安
、
り
守
を
員
団
防
消
で
場
現
災
火

や
服
火
防
の
め
た
る
す
保
確
を
性
全

防
、
め
た
の
新
更
た
し
応
対
に
化
朽

、
を
帽
火
防
や
服
火

10

。
す
ま
し

ず
せ
立
成
が
札
入
め
た
の
騰
高
価
物

３

）
事
工
期
３
（
事
工
築
改
校
学
小
中
田
◎

正
補
為
行
担
負
務
債
（

12

）
円
万
０
９
２
３
億

　

※

負
務
債

容
内
注
発
や
件
条
、
げ
上
き
引
円
万
０
７
８
３
億
２
を
額
度
限
の
為
行
担

。
す
ま
い
行
を
札
入
度
再
し
直
見
を

と
こ
く
お
て
め
定
で
算
予
め
じ
か
ら
あ
を
約
契
う
払
支
で
い
た
ま
を
度
年
・
・
・
為
行
担
負
務
債
※

第
案
議
（

89

て
い
つ
に
）
号
４
第
（
算
予
正
補
計
会
般
一
市
川
の
紀
度
年
８
和
令
）
号

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こＱ

に
う
よ
の
ど
は
容
内
の
注
発
や
件
条

。
か
の
す
直
見

Ａ

。
す
ま
し
に
能
可
加
参
も
者
業
事
外
県

し
注
発
括
一
を
築
建
と
体
解
、
た
ま

完
、
し
に
注
発
離
分
が
た
し
ま
い
て

ま
め
進
く
な
と
こ
す
ら
遅
を
期
時
成

。
す

Ｑ

。
か
の
い
な
え
考
は
し
直
見
の
計
設

Ａ

。
す
で
要
必
が
間
時
は
に
更
変
の
計
設

重
尊
を
見
意
の
員
委
進
推
、
者
護
保

減
軽
担
負
の
員
教
・
童
児
た
ま
、
し

設
、
め
た
る
す
先
優
を
期
工
え
考
を

。
ん
せ
ま
い
行
は
更
変
の
計
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令和7年度決算を審査しました
　総務文教、厚生、産業建設常任委員会をそれぞれ分科会とし、所管する事項について詳しく審議を行いま
した。一般会計については、予算決算常任委員会で決算小委員会を設置し、３日間にわたり審査を行いました。

一般会計
予算現額　　　　　　　　　　　   383億5,520万7,000円
歳入決算額　　　　　　　　　　　368億6,478万5,762円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収入率96.1％）
歳出決算額　　　 　　　             　351億5,087万   109円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執行率91.6％）
翌年度（8年度）繰越額　　　　　　18億9,336万   684円

特別会計（6会計）
歳入決算額  　　　　　    　　　　　171億6,283万2,405円
歳出決算額 　　　　　　　　　　　169億3,531万8,559円
公営企業会計 水道事業会計 工業用水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収入 15 億 8,208 万 5,614 円 4,749 万 6,002 円 8億 6,652 万   231 円

支出 14 億　 537 万 8,752 円 3,247 万 7,441 円 7 億 8,803 万   238 円

資本的
収入 4 億 5,232 万 7,008 円 0 円 14億     99 万 7,352 円

支出 10億 5,373 万 5,859 円 1,264 万 4,289 円 17 億 1,373 万 1,719 円

Ｑ

、
円
万
９
７
３
千
２
約
が
額
算
決13.

。
は
因
要
の
額
増
％
４

Ａ

し
少
減
円
万
５
０
６
約
は
用
費
営
運

共
を
業
事
育
保
童
学
、
が
す
ま
い
て

て
し
と
費
理
管
部
本
、
り
よ
に
と
こ

。
す
で
因
要
な
主
が
と
こ
た

Ｑ

。
が
る
あ
が
き
開
に
準
基
の
国

Ａ

１
約
き
つ
に
人
一

.

65

面
の
上
以
㎡

設
施
１
。
す

30

あ
が
限
制
と
下
以
名

な
え
超
を
準
基
国
ね
概
、
が
す
ま
り

。
す
ま
い
て
し
に
う
よ
い

減
軽
担
負
者
護
保
で
者
業
事
間
民
た
し
一
統

Pick up
1

）
円
千
３
万
７
３
１
億
２
（
業
事
成
育
全
健
童
児
後
課
放
◎

　

か
は
を
成
育
な
全
健
の
生
学
小
の
庭
家
い
な
い
の
者
護
保
間
昼

育
保
童
学
、
め
た
る

10

民
の
つ
と
ひ
、
り
よ
度
年
７
和
令
を
設
施

。
た
し
ま
し
を
託
委
で
括
一
に
者
業
事
間

　

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こ

令和7年度決算
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Ｑ

は
数
件
者
用
利
の
度
年
７
和
令

36請
申
や
帯
世
い
な
ら
知
を
度
制
。
件

で
の
る
あ
も
帯
世
い
な
い
て
き
で

。
は

Ａ

に
ど
な
者
業
事
援
支
護
介
や
会
長
区

。
す
ま
い

Ｑ

、
合
場
た
し
加
増
が
帯
世
用
利、
後
今

の
る
き
で
応
対
分
十
で
制
体
の
在
現

。
か

Ａ

件
０
０
１
数
件
者
用
利
で
制
体
の
こ

。
す
ま
い
て
え
考
と
能
可
応
対
で
ま

や
増
を
班
、
は
合
場
る
え
超
を
れ
そ

。
す
ま
き
い
て
え
考
を
応
対
ど
な
す

ＱＡ

所
、
め
た
い
し
難
は
と
こ
る
す
施
実

55

価
評
い
良
う
い
と

。
た
し
で

Ｑ

。
か
定
予
る
す
続
継
も
後
今

Ａ

常
非
は
定
測
果
効
の
て
い
つ
に
果
成

少
幼
、
が
す
ま
え
考
と
い
し
難
に

を
波
周
高
、
で
と
こ
る
と
き
聞
を
音

わ
言
と
つ
育
が
耳
語
英
る
け
分
き
聴

と
こ
る
減
が
感
抗
抵
の
へ
国
外
、
れ

考
と
る
れ
ら
得
が
果
効
い
良
、
ら
か

継
、
り
限
な
能
可
、
め
た
る
い
て
え

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
施
実
続

Pick up
3

？
は
果
成
の
育
教
語
英
の
ら
か
期
児
幼

Pick up
2

内
（
業
事
集
収
み
ご
◎

68

）
円
万

　

、
に
象
対
を
者
害
障
や）
者
護
介
要
（者
齢
高
な
難
困
が
し
出
み
ご

声
る
よ
に
員
職
。」
集
収
い
あ
れ
ふ
「
る
す
集
収
別
戸
で
ま
先
関
玄

。
た
し
ま
い
行
も
認
確
否
安
・
け
掛

　

）
円
万
８
１
４
内
（
業
事
理
管
営
運
所
育
保
◎

　

・
理
管
全
安
・
容
内
育
保
・
員
人
・
設
施、
め
た
る
す
営
運
を
所
育
保

。
す
で
業
事
自
独
る
い
て
し
施
実
ら
か
度
年
７
和
令
、
は
育
教
語
英

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こ

た
し
ま
出
が
問
質
な
ん
こ
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Ｑ

と
度
年
標
目
る
す
決
解
が
収
買
地
用

、
た
ま
。
は
度
年
成
完
の
事
工
成
造

。
は
途
目
の
出
進
業
企

Ａ

造
。
で
ま
度
年
８
和
令
は
得
取
地
用

和
令
は
事
工
成

12

計
の
で
ま
末
度
年

白
は
て
い
つ
に
致
誘
業
企
。
す
で
画

。
す
で
態
状
の
紙

Ｑ

売
、
た
ま
。
は
み
込
見
の
費
業
事
総

。
は
格
価
却

Ａ

は
費
業
事
総

26

る
な
に
円
万
千
５
億

て
い
つ
に
格
価
売
販
。
す
で
み
込
見

価
の
地
団
業
工
の
体
治
自
隣
近
、
は

。
す
ま
し
討
検
、
し
慮
考
を
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東京事務所について
Pick up
8

総務文教常任委員会（９月７日） ・ 決算小委員会（９月８日・11日）
6月17日に行った所管事務調査に引き続き、調査を行い、決算審査を行いました。
※75自治体を対象とし、アンケート調査を実施し、56自治体（74.7％）から回答を得ました。56自治体
のうち、人口6万人以下の7自治体が、類似団体です。

■住居家賃
　紀の川市：3軒分の平均 約18万3千円　職員負担なし
　他自治体（類似団体）：平均 11万9千円（約8万円～約24万5千円）　職員負担あり（71.4％）

■通勤時間
紀の川市：30分以内

■活動補助金
紀の川市：2千円（国や企業との人脈形成、研修参加、情報収集のための機動力を発揮するため、

出勤１日当たり２千円を定額補助する）　※要綱を改正し、9月末で清算。翌3月末で
返金。10月～3月については、内容を確認したうえで支出に変更。

他自治体：無し（78.6％）

■旅費
紀の川市：3千円（公用車がなく、電車など交通機関を頻繁に利用する職場環境を考慮し、1日あた

り定額３千円を支給する）
他自治体：交通系ICカード導入、実費精算（92.9％）

■地域手当（異動保障）
紀の川市：1年目100％、2年目80％、3年目60％を支給（国に準拠した制度に基づき、令和8年度か

ら東京事務所に勤務する職員に限り、帰任した場合支給する）　
他自治体：制度無し（96.4％）

Q．紀の川市はどの制度においても全国トップレベルの扱いをされているようにとれるが、どこを参考に
素案を作ったのか？

A．補助金に関しては、参考にしたところはない。旅費については、紀の川市独自の条例・規則に基づき
運用をと考えている。地域手当の異動保障については、近隣自治体を参考にした。

Q．今回の他自治体のアンケート結果をみて、今後、本市ではどうするのか？
A．家賃については、令和９年度の予算編成に向け検討しなければいけない。活動の補助金については、
改善した。地域手当の異動保障については、継続したい。

Q．具体的な成果は？
A．地域経済循環創造事業交付金（ローカル10000プロジェクト）に対し、3220万円の補助金を、地域
公共交通確保維持改善事業の補助金として、3008万6千円を、また、地域観光新発見事業の補助金に
500万円を獲得している。また、大相撲の開催誘致、ドローン関連事業の相談、京奈和関空連絡道の
整備促進に向けた関係省庁の連絡調整や陳情のバックアップ準備活動などを行った。

Q．住居、活動補助金や旅費などについて、今後どうする？
A．住居については、立地条件や職員の安全を確保しつつ安価な物件を探したい。そのほかは、令和9年
度の当初予算編成に向けて、厳正に対処していきたい。その整理の仕方や答えを準備ができ次第、委
員会に説明する。

調査結果
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案　　　件　　　名 結果
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垣
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脇
堂
　

弘
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彦
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原
杉
　

勲

（わ）（わ）（公）（実）（わ）（わ）（公）（わ）（わ）（共）（わ）（公）（共）（清）（実）（わ）（清）（清）（清）（わ）

議案第６８号　令和７年度紀の川市一般会
計歳入歳出決算の認定について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第７０号　令和７年度紀の川市国民健
康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の
認定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８９号　令和８年度紀の川市一般会
計補正予算（第４号）について

原案
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

【○ … 賛成　　× … 反対　　－ … 議長　　欠 … 欠席　　退 … 退席】   
※議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。 
※（わ）・・・わかばクラブ　（清）・・・清流会　（公）・・・公明党　（共）・・・日本共産党　（実）・・・実り会

議案に対する議員の賛否一覧（全41議案中賛否が分かれたものを掲載しています）

討　論討　論

討　論討　論
　令和６年度決算でも不認定とした東京事務所運営事業の旅費・補助金の支出に問題
があったこと、補正予算を一度は否決した次長級の役職設置を市長・副市長・人事部
局のみで決めたこと、またその採用方法について独断専行の人事が許される組織なの
は残念である。
　さらに、後年度の実質的負担が数億円単位で増えてきていることは懸念点である。
　交付税算入のない起債をしてまで、どうしても進めなければならない事業なのか、
内容や規模が華美なものになっていないか精査していただき、不足額が出ることが常
態化することは避ける財政運営を求める。

　令和５年に設計した時と今では、気候環境が大きく違う。小学校のプール使用は、
気温＋水温が５０度を超えるときや雨のとき、夏休みにもなく、１回～７回ほどになっ
ている。
　さらに、令和８年度から、教員採用試験で水泳の実技試験は行っていない。全国的
にもプール授業の転換期となっている今、プールの建設が本当に今後の子どもたちの
ためになるのか。
　市内全小学校のことも考え、子どもたちのプール授業の充実をはかるべきではな
いか。民間スイミングスクールに行けば、専門コーチがいて、屋内のため、年間通
して授業が受けられる。プールは、建設費と共にその後の維持費もかかる。よって
２億９０００万円のプール建設を含む本議案には反対。

反対の
主な理由

反対の
主な理由

一般会計決算に対する

一般会計補正予算（第４号）に対する

令和７年度

令和８年度
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1. 木村　芳友　議員（わかばクラブ）
　◎世界に誇る医聖・華岡青洲の顕彰活動

と今後の位置づけを問う

2. 森田　幾久　議員（清流会）
　◎雑草が伸びっぱなしにならない市をめ

ざして

3. 芝田　修　議員（公明党）
　◎生活排水処理の今度の計画は

4. 中村　まき　議員（日本共産党）
　◎必要な子育て支援とは
　〇デマンド型乗合交通をもっと使いやす

く

5. 大田　裕之　議員（わかばクラブ）
　◎フルーツ王国紀の川市の産地振興につ

いて

6. おん地　ゆう子　議員（実り会）
　〇公民館・コミセンをもっと利用しやす

く、オープンに！世代を問わず交流の
場になるような工夫を

　〇体育館の冷房を部活動時も使用できる
よう、熱中症対策を徹底しては

　〇縁結び課の設置にむけて
　◎自他を大切にする心育む包括的性教育

をすすめよう

いっぱん質問いっぱん質問
　一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状
況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載していますが、二次元コードから録画配信がご覧いただけます。なお、
原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い合わせください。
（TEL　0736-77-2511）

7. 大谷　さつき　議員（公明党）
　〇生活習慣病重症化予防事業の更なる拡

充にむけて
　◎災害時における避難所の環境改善を

8. 阪中　晃　議員（実り会）
　◎小中学校における夏季休暇の在り方
　〇弁護士や臨床心理士等による学校支援

体制の在り方

9. 上岡　一夫　議員（わかばクラブ）
　◎近年の気象変化による干ばつ対策は

10. 舩木　孝明　議員（わかばクラブ）
　◎過疎・中山間地域対策の現状と地域お

こし協力隊の成果と展望

11. 上田　礼子　議員（わかばクラブ）
　◎気候変動に対応する本市の熱中症対策

12. 松本　敦　議員（わかばクラブ）
　◎「身寄りのない高齢者」への支援につ

いて

13. 石井　仁　議員（日本共産党）
　◎最大震度７を想定した備えを（復興編）
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、
て
し
と
例
事
地
進
先

れ
そ、
に
う
よ
の
市
庭
真
県
山
岡
や
市

Ａ　

岡
華
、
は
て
い
つ
に
置
配
の
員
芸
学

、
く
な
は
で
け
だ
業
事
る
す
関
に
洲
青

能
機
館
物
博
や
政
行
財
化
文
の
体
全
市

も
ど
な
況
状
の
保
確
材
人
、
方
り
あ
の

の
も
る
あ
が
要
必
る
す
討
検
て
え
ま
踏

点
時
現
、
め
た
の
こ
。
る
い
て
え
考
と

、
が
い
な
は
画
計
置
配
な
的
体
具
は
で

財
化
文
や
方
り
あ
の
業
事
彰
顕
の
後
今

、
ら
が
な
え
ま
踏
を
制
体
進
推
の
政
行

検
で
中
の
制
体
員
人
・
織
組
の
体
全
市

。
い
た
き
い
て
し
討

託
委
取
刈
等
草
雑
る
い
て
し
注
発
れ
ぞ

害
災
を
域
地
は
池
め
た
、
し
化
本
一
を

防
砂
る
守
ら
か

堰
堤

、
け
づ
置
位
に
的

維
域
地
る
す
を
理
管
同
合
の
間
年
に
別

。
は
て
し
設
創
を
度
制
理
管
括
包
型
持

Ａ　

今
、
ら
が
な
し
究
研
を
例
事
地
進
先

ど
か
の
う
合
て
し
と
市
本
が
案
提
の
回

紀
「、
て
し
そ。
く
い
て
し
究
研
を
か
う

。
い
た
し
に
う
よ
る
れ
わ
言
と
」
い
な
い

草刈りの様子

木村　芳友

森田　幾久
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く
な
で
け
だ
む
込
び
呼

を
備
整
の
境
環
て
育
子

Ｑ　

。
は
と
題
課
の
策
援
支
て
育
子

Ａ　

子
な
要
必
が
援
支
や
数
件
待
虐
童
児

担
が
人
１
員
職
。
る
い
て
え
増
が
も
ど

国
全
が
童
児
援
支
要
・
護
保
要
る
す
当

の
倍
３
約
の
均
平
県
、
倍
４
約
の

80
人

　

 　

の
況
状
な
要
必
が
化
強
の
制
体
援
支

題
課
の
大
最
が
保
確
の
職
門
専
、
か
な

余
れ
入
け
受
の
所
育
保
た
ま
。
る
あ
で

入
け
受
を
員
全
者
望
希
は
で
育
保
童
学

あ
が
性
能
可
る
出
が
設
施
い
な
き
で
れ

Ｑ　

編
再
次
２
第
所
育
保
立
公
市
川
の
紀

。
は
捗
進
の
画
計

Ａ　

ど
な
移
推
の
数
童
児
や
題
問
の
地
用

月
３
年
７
和
令
、
で
因
要
の
か
つ
く
い

。
る
い
て
し
新
更
、
し
直
見
を
部
一
に

高
価
物
や
題
問
の
ど
な
地
用
、
し
か
し

、
ど
な
昇
上
な
激
急
の
費
築
建
う
伴
に
騰

要
を
断
判
な
的
合
総
、
上
営
経
体
治
自

。
る
い

Ｑ　

と
」
市
川
の
紀
ら
な
る
す
て
育
子
「

謳

、
や
足
不
員
人
の
め
た
る
守
を
命
の
も

て
し
応
対
う
ど
に
題
課
う
い
と
い
な
い

。
か
の
く
い

Ａ　

る
取
り
切
を
業
事
の
つ
と
ひ
つ
と
ひ

。
う
思
と
る
あ
も
ろ
こ
と
い
な
ら
至
と

不
ご
変
大
は
て
い
つ
に
分
部
う
い
う
そ

い
な
れ
し
も
か
る
い
て
し
け
か
お
を
便

い
て
し
消
解
も
で
つ
ず
し
少
後
今
、
が

。
く
い
て
め
努
に
う
よ
る
け

は
画
計
の
後
今
の
理
処
水
排
活
生

Ｑ　

。
は
状
現
の
略
戦
営
経
業
事
道
水
下

。
は
し
直
見
の
後
今、
た
ま

Ａ　

和
令
、
は
況
状
備
整
の
道
水
下
共
公

 

１
３
約
は
積
面
備
整
の
で
ま
末
度
年
７

　

 

６
㏊

８
３
９
約
積
面
画
計
体
全、
で

㏊

約
は
率
備
整
の
て
し
対
に

33

。
る
な
と
％

　

 
０
４
が
数
件
の
域
区
始
開
用
供
、
た
ま

　

 
件
み
済
続
接
る
す
対
に
れ
そ
、
件
０
１

は
率
続
接
で
件
０
９
９
２
が
数

74.

　

 

　

 　

に
し
直
見
の
略
戦
営
経
業
事
道
水
下

会
社
や
少
減
口
人
の
後
今
、
は
て
い
つ

度
年
９
和
令
、
し
案
勘
を
化
変
の
勢
情

し
直
見
た
し
即
に
画
計
業
事
の
市
、
に

。
る
い
て
し
定
予
を

Ｑ　

処
合
集
り
よ
に
正
改
部
一
法
道
水
下

の
国
と
へ
式
方
理
処
別
個
ら
か
式
方
理

化
浄
理
処
併
合。
た
れ
さ
換
転
が
針
方

。
は
て
し
充
拡
を
度
制
金
助
補
置
設
槽

Ａ　

後
今、
は
て
い
つ
に
充
拡
な
的
来
将

容
内
の
域
区
可
認
業
事
道
水
下
共
公
の

体
治
自
隣
近
の
度
制
助
補
の
県
・
国
や

市
本。
る
す
討
検
ら
が
な
見
を
向
動
の

年
７
和
令
は
率
及
普
口
人
理
処
水
汚
の

で
末
度

83

り
よ

54

値
標
目
の
県
山

80

こ
る
い
て
え
超
を
％

と
た
し
成
達
を
的
目
の
定
一、
ら
か
と

処
水
排
活
生
の
後
今。
る
い
て
し
識
認

の
域
地
や
少
減
口
人、
は
て
い
つ
に
理

的
果
効
つ
か
的
率
効、
た
じ
応
に
情
実

。
る
す
進
推
を
備
整
の
設
施
理
処
水
汚
な

Ｑ　

生
て
い
お
に
画
計
合
総
期
長
次
３
第

。
は
映
反
の
画
計
理
処
水
排
活

Ａ　

と
上
向
の
質
の
ム
テ
ス
シ
理
処
水
汚

期
時
き
べ
す
移
を
点
重
に
保
確
性
続
持

活
生
な
的
生
衛
で
能
可
続
持、
り
あ
で

。
む
組
り
取
に
策
対
け
向
に
現
実
の
境
環

芝田　修

中村　まき

下水処理場のシールド掘進機
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大田　裕之

む
育
心
る
す
に
切
大
を
他
自

う
よ
め
す
す
を
育
教
性
的
括
包

へ
市
川
の
紀

Ｑ　

学
中
、
上
以
数
半
の
生
学
小
や
ま
い

持
を
ホ
マ
ス
が
上
以
割
９
は
で
生
年
３

単
簡
も
報
情
る
す
関
に
性
、
で
代
時
つ

り
偏
、
は
に
中
の
そ
。
る
き
で
手
入
に

　

 

　

 

が
も
ど
子
。
い
し
難
は
め
極
見
の
そ
に

等
交
性
意
同
不
る
な
と
者
害
被
罪
犯
性

０
２
、
で
向
傾
加
増
は
数
件
知
認
の
罪

　

 

ら
か
歳
０
、
べ
比
に
年
８
１

12

、
で
歳

1.4

　

 　

も
で
市
本
、
で
こ
そ

※

教
性
的
括
包

。
は
え
考
む
組
り
取
に
育

Ａ　

は
定
予
む
組
り
取
に
律
一
で
年
学
各

育
教
た
じ
応
に
情
実
の
校
学
、
が
い
な

と
と
育
教
性
の
で
校
学
。
く
い
て
し
を

す
関
に
方
い
使
の
ホ
マ
ス
な
全
安
、
て

。
い

Ｑ　

の
手
相
、
と
こ
る
守
で
分
自
を
分
自

自
、
と
こ
る
す
重
尊
、
認
確
を
ち
持
気

切
大
は
と
こ
る
き
で
に
事
大
に
も
と
他

者
害
加
も
に
者
害
被
性
。
る
え
考
と
だ

取
も
で
市
本
、
に
め
た
い
な
ら
な
も
に

。
が
う
思
と
だ
き
べ
る
れ
入
り

Ｑ　

少
減
に
幅
大
が
量
産
生
の
桃
の
年
今

う
よ
の
ど
は
市
、
て
い
つ
に
因
要
た
し

。
か
の
る
い
て
し
析
分
に

　

 　

は
市
後
今
、
て
し
と
策
決
解
、
た
ま

。
か
の

Ａ　

し
と
因
要
な
的
接
直
の
少
減
量
産
生

き
大
が
響
影
る
よ
に
動
変
候
気
、
は
て

生
、
り
よ
に
冬
暖
や
暑
猛
の
年
近
、
く

カ
、
か
ほ
る
な
と
定
安
不
は
果
着
や
育

の
虫
害
病
る
す
と
め
じ
は
を
類
シ
ム
メ

不
者
継
後
や
化
齢
高
の
者
産
生
、
生
発

量
産
生
が
少
減
の
積
面
培
栽
る
よ
に
足

　

 　

の
紀
ま
や
か
わ
Ａ
Ｊ
、
は
て
し
と
市

連
と
関
機
係
関
ど
な
県
や
部
本
域
地
里

担
、
援
支
の
へ
者
産
生
、
ら
が
な
し
携

ド
ン
ラ
ブ
の
桃
は
に
ら
さ
、
成
育
手
い

市
、
み
組
り
取
に
上
向
の
力
売
販
や
力

じ
は
を
」
桃
の
川
ら
あ
「
る
す
表
代
を

え
考
と
い
た
き
い
て
せ
さ
展
発
・
持
維

。
る
い
て

Ａ　

重
ら
か
会
員
委
育
教
の
県
、
度
年
今

の
題
課
権
人
の
つ
９
む
組
り
取
に
的
点

本
。
る
あ
も
権
人
る
す
関
に
性
、
に
中

と
と
決
解
の
題
課
権
人
の
他
、
も
で
市

ん
組
り
取
も
に
育
教
性
的
括
包
、
に
も

。
い
た
き
い
で

や
コ
ス
ネ
ユ
年
９
０
０
２
…
育
教
性
的
括
包
※

W
H
O

性
の
準
標
界
世
た
し
唱
提
が
）
関
機
健
保
界
世
（

成
て
し
心
安
、
り
守
を
も
ど
子
、
て
し
通
を
ど
な

。
育
教
の
め
た
る
せ
さ
長

Ｑ　

く
い
て
せ
さ
展
発
・
持
維
り
た
わ
に
来

、
き
描
を
像
来
将
な
う
よ
の
ど
、
に
め
た

く
い
て
め
進
を
興
振
地
産
な
う
よ
の
ど

。
は
解
見
の
長
市
、
か
の
な
え
考

Ａ　

・
持
維
り
た
わ
に
来
将
を
ド
ン
ラ
ブ

確
の
手
い
担
、
は
に
め
た
る
せ
さ
展
発

候
気
、
化
強
の
盤
基
産
生
や
成
育
・
保

、
ど
な
大
拡
路
販
え
加
に
応
対
の
へ
動
変

。
る
あ
で
要
重
が
み
組
り
取
な
的
合
総

　

 　

境
環
る
れ
ら
け
続
を
業
農
て
し
心
安

る
な
ら
さ
の
物
産
農
市
本
、
と
り
く
づ

。
く
い
で
ん
組
り
取
に
信
発
力
魅

おん地ゆう子和歌山市宮小での助産師の授業
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みどり市が導入したトイレカー

Ｑ　

多
り
よ
に」
震
地
本
熊
年
８
和
令
「

れ
さ
く
な
儀
余
を
活
生
難
避
が
方
の
く

境
環
の
所
難
避
る
せ
寄
を
身。
る
い
て

。
る
れ
が
急
も
善
改

　

 　

踏
を
訓
教
の
害
災、
て
い
お
に
市
本

善
改
境
環
な
速
迅
の
へ
所
難
避、
え
ま

Ａ　

い
て
し
蓄
備、
は
て
し
関
に
レ
イ
ト

わ
あ
用
も
ど
子
と
用
人
大
つ
む
お
紙
る

い
て
し
定
予
を
新
更
の
枚
０
９
８
て
せ

、
し
慮
考
も
ど
な
績
実
入
導
の
村
町
市

。
る
い
て
め
進
を
討
検

　

 　

、
め
進
を
話
対
り
か
は
を
携
連
と
者
業
事

。
る
い
て
し
ざ
め
を
結
締
の
定
協
害
災

　

 　

５
４
約
定
想
者
難
避
の
震
地
動
連
３
の

　

 

物
蓄
備、
に
標
目
を
数
半
約
の
人
０
０

０
２
約
度
年
今、
し
用
活
で
し
倒
前
を

　

 

。
る
す
入
導
を
台
０
０

Ｑ　

Ａ　

年
始
開
の
し
直
見
画
計
の
次、
り
あ
も

和
令
の
度

13

的
合
総、
際
の
降
以
度
年

組
り
取
に
実
充
の
蓄
備
め
進
を
討
検
に

。
く
い
で
ん

Ｑ　

。
は
況
状
捗
進
の
入
導
の
ト
ン
テ
易
簡

Ａ　

て
し
識
認
は
性
効
有
も
ら
か
点
観
の
護

も
題
課
の
ど
な
保
確
の
所
場
管
保。
る

て
め
進
を
討
検
た
け
向
に
入
導
が
る
あ

。
く
い

ぎ
防
を
死
連
関
害
災

は
て
し
く
短
を
み
休
夏
の
校
学
小

Ｑ　

夏
の
校
学
小
の
市
出
岩、
市
山
歌
和

月
８
は
み
休

25
、26

、
が
た

で
合
都
の
暦
は
校
学
小
の
市
本

年
今

31

28

り
よ
年

月
８

21

し
出
突
で
式
業
始
が
日

。
る
い
て

育
教
学
大
山
歌
和、
に
み
な
ち

は
校
学
小
属
附
部
学

25

園
学
辯
智、
日

も
日
曜
土
は
外
以
回
１
月
常
通、
で
み

ス
テ
力
学
国
全
の
年
今。
る
あ
で
業
授

21

 　

、
上
以
間
時
４
が
も
ど
子
の
％
７

37

　

 

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
帯
携
上
以
間
時
３
が
％
３

が
省
学
科
部
文、
と
る
い
て
見
を
画
動

ど
子
も
て
見
を
字
数
の
こ。
た
し
表
発

。
う
思

　

 　

が
ち
た
も
ど
子
い
な
き
で
理
管
己
自

し
を
活
生
な
う
よ
の
ど
で
家
に
み
休
夏

も
ど
子
め
じ
は
を
庭
家、
か
の
る
い
て

や
生
先、
し
握
把
を
態
実
活
生
の
ち
た

市、
ち
持
を
会
機
う
合
し
話
と
者
護
保

。
が
う
思
と
き
べ
す
く
短
を
み
休
夏

Ａ　

判
の
庭
家
や
も
ど
子、
は
業
休
期
長

、
き
で
択
選
を
方
し
ご
過
に
由
自
で
断

な
様
多
で
中
の
境
環
る
な
異
は
と
常
日

と
会
機
な
重
貴
る
れ
触
に
験
体
や
び
学

な
の
割
間
時、
に
特。
る
い
て
え
ら
と

　

 

す
ご
過
う
ど
が
ち
た
も
ど
子
で
か
な
い

で
子
親、
い
合
し
話
で
庭
家、
ど
な
か

す
動
活
で
中
の
域
地
や
間
時
ぶ
学
に
共

る
せ
さ
実
充
を
育
教
庭
家、
で
と
こ
る

、
り
お
て
え
考
と
会
機
る
き
で
が
と
こ

な
は
え
考
う
い
と
る
す
縮
短
を
み
休
夏

。
い

大谷　さつき

阪中　晃
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を
設
常
の
水
用
業
農

は
み
組
り
取
の
展
発
的
続
持
の
業
農

Ｑ　

代
世
次、
ぎ
継
り
守
を
市
川
の
紀
国
大

と
務
責
が
保
確
定
安
の
料
食
の
へ
来
未

あ
で
常
異
は
つ
ば
干
の
年
近、
が
う
思

方
え
考
な
う
よ
の
ど
は
策
対
の
そ、
り

。
か
の
た
き
で
ん
組
り
取
で

Ａ　

水
林
農、
て
し
と
策
対
の
温
高
雨
少

被
の
ど
な
物
作
農
う
伴
に
温
高
の
省
産

に
底
徹
の
導
指
術
技
た
け
向
に
止
防
害

に
考
参
を
ど
な
て
い
つ

※

を
設
施
水
揚

。
る
い
て
し
や
増

Ｑ　

準
基
の
げ
上
ち
立
の
部
本
策
対
水
渇

理
管
量
水
降
温
気、
た
ま、
面
用
費
や

　

 

。
か
の
る
い
で
ん
組
り
取
に
う
よ
の
ど
は

Ａ　

週
２
約
ら
か
雨
降
の
後
最
け
明
雨
梅

料
資
の
台
象
気
と
Ａ
Ｊ、
に
ど
め
を
間

　

 

を
動
行
た
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上田　礼子

モデル事業におけるイメージ図 松本　敦
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石井　仁

次回12月定例会 ご意見・ご感想を
お聞かせください

議会のインターネット配信

　紀の川市議会では、議会広報紙「未来へ」を年４
回発行しています。議会を身近に感じられる広報紙
となるよう、皆様の声をお聞かせください。今後の
編集に活かしていきます。

専用フォームから回答するか、感想など
を記入し郵送、メールでご提出ください。

URL：https://logoform.jp/f/XMJ9t

　本会議の録画映像をインターネットで配信して
います。議会ホームページや、二次元コードから
ぜひご覧ください。

〒649-6492 紀の川市西大井 338 番地
 紀の川市議会広報特別委員会あて

e-mail：k010200-001@city.kinokawa.lg.jp

回答方法

本会議の録画映像はこちらから

専用フォーム

※午前9時30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

日 月 火 水 木 金 土
11/27 28

本会議
（開会）

29 30 12/1 2 3 4 5

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

総務文教
分科会・
総務文教
常任委員会

厚生分科会・
厚生

常任委員会

産業建設
分科会・
産業建設
常任委員会

13 14 15 16 17 18 19

予算決算
常任委員会

20 21

本会議
(閉会）
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総務文教常任委員会

● 8月27日 所管事務調査を行いました。
　夏場における部活動のあり方について
　近年の地球温暖化による異常気象により、夏場の部活動の際、熱中症とも考えられる事例が発生
しました。総務文教常任委員会として情報収集などを行い、その後、議会として教育委員会に対し
て子どもたちが安全に部活動をできるような環境づくりと、授業と学校式典のみの空調設備（エア
コン）の使用制限を臨機応変に使用できるよう申し入れを行ったことに対し回答および説明を受け
ました。

【空調機設置の経緯】
　令和４年度、避難所機能の充実と熱中症対策を目的に中学校５校の体育館へ空調設備が設置され
ました。
　空調の利用要件としては、避難所の運営と学校の授業および式典（※WBGT 指数 28℃を超えた
場合）。
　令和６年度、空調利用「要綱」の制定を行い、選挙の投開票および中学校体育連盟による公式大
会の利用が追加されました。
　
【回答および説明】
　学校判断としていたWBGT 指数を遵守の上、クーリングルームの確保や製氷機を設置し、また、
屋内においては大型扇風機を活用します。さらに、屋外ではテントを利用するなどして、直ぐに休
憩できる環境を整備し、すべての部活動（屋内・屋外）を対象に
計画的に子どもたちがクールダウンできるように休憩を取らせる
よう再度指導しています。
　部活動での空調利用について、今年度については基本的に予算
措置を行っていないため、現状で徹底していきます。
　来年度については、空調利用を視野に予算要求を踏まえ、校長
と協議をして方針を決めていきたいと考えています。

※WBGT指数（暑さ指数）
熱中症の危険度を判断するための指標です。
単純な気温でなく、気温・湿度・日射を組み合わせて算出します。

厚生常任委員会
● ８月４日 所管事務調査を行いました。
　 高齢者の支援の現状や困難事例の状況について説明を受けました。

委員会活動報告委員会活動報告
　各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く
関わることについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

粉河中学校体育館
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跡 あの質問、どうなったの？

ちょっとおしえて！

「紀の川市神通地区における産業廃棄物安定型最終処分場の設置に関する意見書」

（概要）
　神通地区で計画されている処分場について、自然環境への影響を懸念する声が上がっており計画に
対する不安が示されている。こうした思いを受け止め、十分な調査・検証を行うとともに、関係自治
体および住民に対し十分な協議と丁寧な説明を行い、地域住民の生活環境の保全を最優先とした慎重
な対応に特段の措置を講じられるよう強く要望する。

（提出先）
　和歌山県知事

【第３回定例会にて全会一致で可決】

9月29日　和歌山県知事に意見書を提出

意見書意見書　を提出しました　を提出しました
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紀の川市議会ホームページ紀の川市議会ホームページ
https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。議会ホームページにアクセスできます。
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早
の
れ
暮
日
、
月
霜

の
こ
日
今
る
じ
感
を
音
足
の
冬
な

は
題
課
た
し
ざ
根
に
域
地
各
。
か

が
ち
た
私
。
す
ま
り
た
わ
に
岐
多

に
か
誰
、
は
来
未
の
ち
ま
す
ら
暮

一
ち
た
私
、
く
な
で
け
だ
る
ね
委

に
共
、
ち
持
を
心
関
が
り
と
ひ
人

る
す
感
実
と
だ
の
も
く
い
で
ん
育

。
す
で
々
日

　

た
る
守
を
顔
笑
の
ち
た
も
ど
子

、
り
知
を
域
地
は
ず
ま
、
も
に
め

か
確
が
と
こ
る
け
向
を
目
に
政
市

。
か

 

な
ん
ど
の
域
地
が
員
議
の
ど

て
け
向
へ
来
未
、
め
止
け
受
を
声

。
か
の
る
い
て
し
わ
交
を
論
議

　

び
運
お
を
足
へ
場
議
度
一
ひ
ぜ

感
を
気
熱
の
そ
接
直
、
き
だ
た
い

ざ
ご
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た
い
て
じ

。
す
ま
い

　

会
議
と
し
ら
暮
の
々
日
が
紙
本

さ
皆
、
り
な
と
橋
け
架
ぐ
な
つ
を

考
を
ら
か
れ
こ
の
ち
ま
に
共
と
ま

く
愛
自
ご
ぞ
う
ど
。
す
ま
り
お
て

。
せ
ま
い
さ
だ

）
子
礼
田
上
（

竜門コミセン夏休みうなぎイベント竜門コミセン夏休みうなぎイベント

赤沼田から赤沼田から

賀茂神社賀茂神社

屋内あそび場トライアル屋内あそび場トライアル


